
	
0.	はじめに	

茨城大学工学部	
教授　乾　正知	



自己紹介	

•  1961年12月22日　日立市生まれ．54歳．	

• 茨城大学工学部　教授（2003年4月～）	

• スマーテック（株）　非常勤取締役（2004年9月～）	

• 研究分野：機械設計や製造（CAD,	CAPP,	CAM処
理）の高性能化．	

• 趣味：天体観察，写真，サッカー観戦など．いず
れも中学生・高校生のころからの趣味．	



茨城大でのGPUによるCAD/CAPP/
CAM高速化の歴史		

1997年：GPU（Graphics	Processing	Unit）によるCAM処
理の高速化の研究開始．	

– NC工具経路計算と加工シミュレーションの実現． 	

1999	–	2004年：JST（科学技術振興機構）より基本技
術の特許を出願．	

–  現時点で11の製造業やソフトウェア会社と契約．	
2002	–	2014年：企業と様々な共同研究を展開中．	

– 製造支援ソリューション開発．	
–  CAM処理に要する時間を劇的に削減．		
				3-4時間→ 5-7分.	
– 処理がバッチから対話的処理へ．	



現在マツダで稼働中のGPUに
より高速化されたCAMソフト．	
茨城大学が2003年に提供し
た技術を基盤に現在稼働中．	



キヤノン金型製造システム	

金型のCADモ
デル	

NCデータ	

GPUに基づくオフ
セット処理（茨城
大学）．	

10システム	

オフセット面を利用し
た工具経路生成シス
テム	

					現在キヤノンで稼働中のGPUで高速化されたCAMシステ
ム．オフセット処理の基本ソフトを2006年に提供．	

CADモデル	 オフセット面の計算	 NC工具経路の生成	 NC工具経路	
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NC加工シミュレーションシステム	
K-ha!	NC	



自動車の安全性検証システム	
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何を学ぶのか	
•  初級編：GPUを汎用的な並列処理プロセッサとして利用

するための基礎．C言語の基礎知識を仮定．	
–  CUDAによる行列計算と2次元の粒子法．	

•  中級編：CUDAを用いて数値解析した結果を，効率的に
画像表示するポストプロセッシングの基礎．OpenGLの
基礎知識を仮定．	
–  2次元粒子法解析とVBO（Vertex	Buffer	Object）の利用．	
–  2次元差分法解析とPBO（Pixel	Buffer	Object）の利用．	
–  シェアードメモリーとCUDAテクスチャの利用．	

•  上級編：CUDAによる高度かつ実用的なアプリケーション
の開発例として，3次元粒子法解析．	
–  Atomic関数の利用，Thrustライブラリの利用．	 8	



参考書	
•  講義内容の80%は，乾が執筆した下記の書籍に含

まれている．本セミナーでカバーしていない処理技
術も多数含まれている．	
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SoWware	Design	plusシリーズ	
GPU	並列図形処理入門	
　―CUDA・OpenGLの導入と活用	

2014年2月18日発売	
乾正知　著	
B5変形判／352ページ	
定価（本体3,200円＋税）	
ISBN	978-4-7741-6304-8	

•  本を見れば分かることは
説明を簡略化．重要な部
分を重点的に説明．	



今日の講義スケジュール	
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1講時　18:00～19:00	(1h)		
	概要とCUDA導入，行列計算の例．	

	
	　　　　　　　休憩	
	
2講時　19:10～20:00	(50m)		

	2次元粒子法の実装例．	



注意	
•  Cについての知識を仮定．	

– 繰り返し処理，配列，malloc，freeなど．	
•  2講時目には，コンピュータグラフィックスにつ

いても，常識的な知識を仮定．	
•  講義で用いる全てのスライドとサンプルプロ

グラムは提供可能．	
– プログラムを商業目的で利用される場合には，事

前に乾まで連絡して欲しい．	
•  質問はいつでもOK．	

– セミナー後の質問は	
masatomo.inui.az@vc.ibaraki.ac.jpまで	
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